
創 建 （1）

本年度より工学部建築学科教室に

加わりました湯本長伯です。１９９７年

から２００３年まで大学院の非常勤講師

として，現東京大学総合研究博物館

教授の松本文夫さんと授業を担当し

ていました。若井教授に呼んで戴い

てやって来て，当時一番驚いたのは

院生のみんながもの凄く純真で，何

か間違ったことを教えると，そのま

ま信じ込んでしまいそうで，当時教

えていた慶応義塾大学ＳＦＣの院生

と比べ，より真剣により真摯により

優しく授業を楽しまないと…と，２

人で話していました。

３月まで居た九州大学では，九大

全体のアート＆デザインを研究セン

ターとして統括する立場で，それを

「産学連携・知的財産」活動を通じ

て行うという位置づけでした。つま

りそれまでの建築都市インテリアの

研究と実践に比べ，随分広いことを

やっていた訳です。しかしやってい

るうちに，全てが繋がっていて相互

に作用していることに気づき，随分

と仕事の幅が広がりました。産学連

携とは，異種異質なものの連携融合

によって，新しい知を生産すること

です。そしてその知を生かして，イ

ノベーションと言われる新しい変化

＝革新を起こし事業・産業を発展さ

せ，結果として地域を幸福にするこ

とです。これは今後も続けて行きま

すが，少しは私のお蔭で九州の地元

も，幸福になったかなと思います。

私の専門分野は，建築に限れば建

築計画と建築設計で，計画としては

「設計情報・設計方法」，設計とし

ては「教会，美術館・博物館，学校

らしくない学校」に，主に取り組ん

でいます。設計情報・設計方法につ

いては，半世紀近くの研究歴があり，

アレグザンダーの理論等は私たちの

グループが日本に紹介しました。ま

た理論だけでなく，実践からフィー

ドバックしながら研究を深めている

ので，多くのプロジェクトを抱えて

います。設計としては，ここ５～６

年なのですが，パートナーの影響も

有って，ヨーロッパ建築の根底を成

すキリスト教会の設計とその背景と

なるさまざまな事実・知識・思考を

調べながら，設計にも取り組んでい

ます。今こちらは熱海の美術館の改

修設計（リノベーション）を３年ほ

ど手がけており，これはデザイン・

コンペティションという形を採って

進めようと計画しているところです。

関わったコンペも多く，「ヤクルト

独身寮コンペ」は起案・計画・実

施・審査と，全てに関わりましたし，

その時の資料を全て持っています。

誰か分析してくれると嬉しいのです

が…。現在は，「都城市民会館・保

存活用再生コンペ」を進行中で，そ

の次は「熱海美術館リノベーション

コンペ」になりそうです。こうした

プロジェクトは，計画や歴史，そし

て実は構造や設備とも深く関係しま

すので，それぞれの専門の先生方と

できるだけコラボレーションをして

いきたいと考えているところです。

最後に，私はインテリアプラン

ナーやインテリアコーディネーター

の制度創出や試験の実施に関わり

（一級建築士もですが），特にイン

テリアコーディネーター／ＩＣは二

次試験の設計製図の問題を２７年間も

作っていました。ＩＰもＩＣも受験

者が激減していますが，インテリア

コーディネーターだけは，福岡イン

テリアコーディネーター協会会長・

九州インテリアコーディネーター協

会協議会会長，そして日本インテリ

アコーディネーター協会協議会会長

として，これからも発展に尽力して

行きたいと考えています。インテリ

アの勉強をしたい人、資格に挑戦し

たい人を歓迎します。

湯本研究室の名称は，「建築文

化・社会構造設計 研究室」と言い

ます。つまり幅は思い切り広いので，

どのような研究テーマでも，どのよ

うな就職相談でも，気軽に相談して

下さい。９号館３１１号室で，模型に

囲まれて座っていますので，是非の

ぞきに来て下さい。
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日本大学 長期海外派遣報告

オランダ，アメリカへの滞在日記

准教授 SanjayPAREEK

■オランダ編
●オランダと福島の架け橋となったファン・ドールン氏
日本からオランダに行く前は，日本の土木・建築技術が世界一だとずっと思ってい
た。それがオランダに滞在して，この国の最先端技術力は日本の土木・建築分野に負
けずに競い合う能力を持っていると感じた。日本は地震多発国家で地震が発生しても
構造物は殆ど被害受けず存在しているが，オランダは海抜以下に存在する都市に，
しっかりしたインフラが存在することに感動した。歴史を溯れば，郡山とオランダは
安積疎水を計画・設計を立案したファン・ドールン土木技師により結ばれている。
ファン・ドールン氏は，私が滞在したデルフト工科大卒で１８７２年に来日以降港湾・河
川の整備・設計作業を大過なく務めた。このデルフト町にあるデルフト工科大学
（TUDelft）に私は２０１２年１月から１年間滞在することになった。オランダの河川整
備及び低地の洪水を防ぐための最も発達した技術の象徴である風車を利用する知恵は，
世界中で着目されている。オランダの中でもっとも数多く古き時代の風車が修復保全
されて残っている世界遺産のKinderdijk（キンダーダイク：kinder：子供 dijk：堤
防）は，古代のオランダの農村民が住居にした所であり，風車は運河水の移動に限ら
ず，家事の色々な作業にも組み込まれている。国土の約３０％程度が海抜以下のオラン
ダにおいて，低地の排水システムは最も重要であり，運河の水面が一定以上の高さに
到達した際に風車を利用して川に排水する役割を担っている。オランダは過去に何度
も洪水の被害を受けたため，この様な古代の知恵は生活するためには欠かすことがで
きない。
●オランダの初印象
初のオランダに対する印象は，インフラ整備が進んでいて，全国土面積は九州程度
と狭い割に，全然広く感じるということであった。この狭い国に生活する人口約１７００
万人のオランダ人は，世界一の身長を誇り，男性の平均身長１８３．７㎝，女性は１７０．７㎝
と大型であるが，国の狭さを感じさせない。この身長の秘密は，オランダの農産物
（乳製品，肉や食物）にある。オランダの海抜以下の土には塩分が多く含まれている
ため，単純に作物を栽培できない。そのため，広大な畑にミネラル分を多く含む家畜
の餌になる良質な草を生やして，その広大な土地で放し飼いの家畜を育てる事によっ
て，良質な牛肉・豚肉・羊肉が生産されている。ここで育てられた牛の乳製品（チー
ズ，バター，チョコレート）はヨーロッパにおける生産量のかなりを占める。
GOUDA（発音：ハウダー；意味：ゴールド／クリーム色）チーズがオランダでは最
も有名で大変人気がある。この独特な土の性質を利用することにより，チューリップ
栽培が世界一の産業に発達した。裏話として，トルコの大使が１７世紀頃オランダにプ
レゼントした数個のチューリップの球根から始まったという。さらに，塩分を含む土
の改良技術が世界一で，ビニールハウスではその塩分取り除いた土を利用して，農作
物が生産されている。オランダのビニールハウス栽培技術が日本でも参考にされ，活
用されている。このように，最先端技術力を備えているオランダは元々農村国家であ
る。オランダの知恵は古くからのものであり新しいものはない。
●オランダ語と食文化
オランダ語（Dutch）は喉の奥を絞り上げて鳴らすようなに話す。発音の難しさに

音を上げて，なかなかオランダ語を習う気にならなかった。オランダ語はドイツ語に
近い言葉だと思うが，オランダ人でドイツ語を積極的に話す人が少ないのは，やはり
第二次世界大戦の影響だと思う。しかし，オランダ語は言語的にはかなりドイツ語に
近い言葉だけあって，ドイツ人とオランダ人は，お互いに言葉を聞くだけならほとん
ど分かると言いう人が大勢いる。
オランダ人も第二次世界大戦でかなり被害を受け，殆どの食文化を含めて多くの財
産・人材を失った。そのせいかオランダ人の食事は非常に素朴で，朝と昼は殆どの人
はパンに野菜・チーズ・ハムなどはさんで食べ，飲み物としてはヨーグルット・牛乳
またはスープで済ます。夕食だけは必ず家族と素朴で温かい家庭料理を食べる。要す
るに，一日に一回だけ温かい食事を摂るのである。オランダ人にとって特別な食べ物
としては，季節のものであるが，ニシンの酢漬けに刻んだ生のタマネギをたくさん挟
んだものがある。季節になると，しっぽつかみで口に流し込む風景が街のあちこち見
受けられる。日本から行った私には，これはこれで抵抗なく食べることができた。
「オランダの船乗り人」が船上で良く食べていたものである。まあ，驚くほど美味し
いものではなかった。オランダには他に誇れる料理はほとんどないが，寒い冬に食べ
るエルテン・スープはオランダの忘れがたい味のひとつである。昔から各家庭の暖炉

Photo1 Kinderdijk

Photo5 自己治癒について講演

Photo4 研究室院生とゼミナール

Photo3 BBQParty@DelftHome

Photo2 TallGirlsofHolland
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で作っていた料理の一つである。農家の人が重労働を終えたあと，大量のエネルギー
を補給するためのスープである。えんどう豆をすりつぶし，ベーコンやソーセージな
どと一緒に長時間コトコト煮たスープである。とにかく，ふうふういいながらいただ
くのは，本当にこたえられないほど美味しい。このスープはフォークを立てても倒れ
ないほどコッテリしているため，一杯だけで十分な栄養が摂れる。
●オランダの季節・イベント
オランダも日本と同様で祭りごとが多い国である。オランダの新年は，すさまじい
爆竹の音や豪快な花火で明ける。新年を迎える前日からのカウント・ダウンがゼロと
なったその時，オランダの街中で，爆竹が空中や道端を飛び交う。こんなとき，若者
が多く集まる広場は危険極まりない思いをすることが多々ある。中には，他人の家の
郵便や新聞受けから家の中に爆竹を投げ込む不届き者も居る。これに比べると日本の
正月は年越しそばを食べて，静かに神社参りしながら新年を迎える，こちらにいると
きは日本の正月が大変恋しく感じられた。４月になると，いよいよ世界一の生産量を
誇るチューリップを始めとする花々が，公園として有名なキューケンホフ公園を訪れ
る人々の目と心を楽しませてくれる。日本の桜の満開風景と同様にキューケンホフ公
園の周囲に広がるチューリップ畑全体が，色取りみどりの花々で満たされる。４月の
下旬，わずか２週ほどしか続かない最高の風景を見るのは，オランダに住んでいる人
の特権と言えるかもしれない。
本年４月３０日は，先日退位したオランダ女王誕生日のため，オランダ中が王室オラ
ニエ家（オレンジ家）の色，オレンジに染まった。前夜祭はアムステルダムで，誕生
日はデンハーグで一晩中，足の踏み場がないほど込み合った。デンハーグ宮殿周りの
広場では，国民全員が飽きれるほどビール飲んでお祝いパーティモードで盛り上って
いた。
●私から見たオランダ人
オランダ人は，よく「ケチ」といわれ，日本の割り勘（Let'sgoDutch／Dutch

treat：オランダ人の勘定）の習慣の発生の地でもある。確かに堅実な国民であり，
夏休みの旅行もキャンピング・コーチというのか，居住スペースとなる車両を乗用車
の後ろにつけて，陸路，ホテル代を節約して旅行する人が多くいる。ドイツ人も似た
ようなところがあり，夏，ヨーロッパの高速道路を走っていると，たくさんのこうし
た車がヨロヨロと走っていて，ナンバープレートを見ると大体オランダ人かドイツ人。
こうした車は，来られた街の側にしてみると，その土地に金は落とさない一方で，ゴ
ミだけは置いて行くことになるので，嫌がられている。それを理由に，ヨーロッパの
街によってはこのようなキャンピング・カーやコーチの乗り入れを禁止しているとこ
ろもある。またオランダでは，マリファナとかのソフトドラッグ，売春も合法化され
ている。オランダ人的に考えればそれは個人の責任でやっていることで，なるべく認
めてあげましょうという文化。日本で「オランダは治安悪くない？」と良く聞かれる
が，ヨーロッパの中でも大変安全な国であると実感した。それを象徴する訳ではない
が，世界で一つしかない，平和宮（蘭：Vredespaleis）はオランダのデンハーグにある。
■アメリカ編
オランダ滞在期間中９月から２ヶ月半，旧マサチューセッツ州会議事堂（英：Old
StateHouse，１７１３年築）という観光スポットに近いところに滞在した。この建物は，
ボストンで最も歴史のある公共の建築物であり，当時の英国がアメリカ本土をコント
ロールする拠点であった。ここではマサチューセッツ州ボストン市にある私立大学マ
サチューセッツ工科大学，通称，MIT（エム・アイ・ティー）にProf．Hamlin
Jennings先生を訪ねCSHGroup（ConcreteSustainabilityHub）の研究室に在席した。
ノーベル賞受賞者を多数輩出している（２０１０年まで７７名）MITキャンパス内の雰囲気
は完全に国際的で，世界中から各国トップクラスの頭脳を持った学生や研究者が集
まって教育・研究を競い合うオリンピック競技場に見えた。私はProf．Roland
Pellenq先生の下でコンクリートのNano-indentation法による物理的性質について学
ばせて頂いた。滞在期間中アメリカ大統領選挙，ハローウィーンパーティなどめった
にできない体験をした。オランダへ帰国する寸前にハリケーン・サンディがアメリカ
を直撃し，東海岸は悲惨な災害に見まわれた。ボストンでも最大風速８０～１００㎞/ｈ
（２２～２８m/s）の強風が吹き荒れた。このようの中，映画「マトリックス」のワン
シーンのように，体を地上と水平になるような仕草をして遊んでいる豪快な若者を海
岸で見て唖然とした。アメリカは軍事大国でありながら，自然の力に対しての脆弱さ
が浮き彫りになった。一説によれば，サンディが襲来したのはオバマが選挙キャン
ペーンで沈みかけていた時だという。オバマ大統領のハリケーン・サンディ被災者に
対しての適格かつ迅速な対応が評価されて，再選できたと言われている。やっぱりピ
ンチをチャンスに変えるってこの様なことでしょうか。
■おわりに
今回長期海外出張中TUDelftやMITで学んだことは大変貴重な経験であり，私の今
後の教育・研究活動に生かしていきたいと思います。最後になりますが，この機会を
与えて下さった日本大学工学部の関係者各位，特に建築学科教員の皆様にこの場を借
りて心より御礼を申し上げます。

Photo7 OldStateHouse@Boston

Photo11 FarewellParty@TUDelft

Photo10 WithProf.Pellenq@MIT

Photo9 MITにて

Photo8 Skyline&ApartmentTower

Photo6 PeacePalace@DenHaag
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（10） 創 建

普段あまり外出することがなく，雑誌や新聞・イン
ターネットなどで素晴らしい建物や面白い建物などが目
に留まっても，実際に見に行くことはほとんどありませ
んでした。その私にとって，今回アーキテクトコース２
年生を対象に授業（建築設計演習Ⅰ）の一環で企画され
た，非常勤講師の佐久間宏一先生（㈱エア・コーポレー
ション代表）が設計の住宅作品の見学会は，とても貴重
な経験となりました。

通常，「素晴らしい空間」と思っても，詳しい図面を
手にしながら見ることはかないません。しかし，この見
学会では，図面と照合する形で実物を見ることができ，
かつ，設計者自身から直接に，時にはその仕事での苦労
話などを交えながらお話をうかがうことができました。
ものづくりの楽しさ難しさ，そして設計に携わるやりが
いを感じました。

どの住宅も，その土地の特徴や住まわれる方の意見を
尊重した工夫が施されてお
り，また，無の土地を見て完
成後を細やかに想像する建
築家の力に，ただただ驚か
された一日でした。この経
験をこれからの設計課題の
中で活かしたいと思います。

建築設計演習Ⅰ 住宅作品見学会報告

住宅作品見学会に参加して

建築学科２年 川 俣 貴 史

集 合 写 真

さる６月初旬，私たち日本大学工学部建築学科有志は，
郡山市教育委員会文化財課のご厚意で，東日本大震災で
基礎や土壁に被害を受けた「旧福島県尋常中学校本館」
（明治２２年，国重要文化財）の修理工事を見学させてい
ただく機会を得ました。この秋の完成を目指すため，建
物はあいにくシートで覆われてはいたものの，築１２４年
を迎える室内に漂う時間の重みや，普段は見ることので
きない小屋組の力強さにまず圧倒されました。

続いて驚いたのが，当時の材料や技術を可能な限り使
う文化財修理の姿勢です。地震で割れたガラスすら捨て
ることなく使い，土壁の下地も地震で落ちた土を再利用
したそうです。加えて，その土を使い，擬洋風建築特有
の薄い土壁をまるで鏡のように塗る高い技術にも目を見
張りました。こうした左官職こそ地元でまかなえたもの
の，近年は総じて高齢化も進み，職人不足であるとのこ
と。その不足が露呈したのが，歪んだ基礎を直すため建
物をジャッキアップする技術者で，ここが起点となる今
回の工事では，まさに「この工程が工期を左右した」と
うかがい，人材育成の急務を
知りました。その一方で，こ
の震災では，直せそうな文化
財級の建物の解体も進んだよ
うです。建築の保存に対する
意識を社会的に高める必要も
感じた見学会となりました。

旧福島県尋常中学校本館保存修理工事見学会報告

旧福島県尋常中学校本館保存修理工事を見て

建築学科４年 只 野 雄 也

平成２５年６月１日（土），３年次生のアーキテクトコー
スで希望者を募った建築作品見学会に参加しました。こ
の見学会は，「建築設計演習Ⅲ」の設計課題である芸術
家記念館と図書館に合わせて関連施設を巡るというもの
ですが，今年は宮城県内の『感覚ミュージアム（設計：
六角鬼丈；２０００年・大崎市）』・『宮城県美術館（設計：
前川國男；１９８１年・仙台市）』・『せんだいメディアテー
ク（設計：伊東豊雄；２０００年・仙台市）』の３施設が対
象となりました。一般に公開されている部分のほか，普
段みる機会のない裏側の非公開部分を，三浦金作教授や
施設の方に案内していただきました。『感覚ミュージア
ム』では，展示室の途中に外部通路をつくり，広場に面
したカスケードを見せる演出や，エントランス付近の自
然光を用いて虹色の光を床に映し出すトップライトの効
果など，参考にしたい部分が多くみられました。『宮城
県美術館』では，高低差のある連続広場空間に設置され
た階段とスロープとの演出や，エントランスまでのシー
クエンス景観とビスタなど，魅力的な多くの設計キー
ワードを体感できました。また，同館の非公開部分を学
芸員の方に案内していただくという貴重な体験をし，課
題設計に役立つ多くの知見を得ることができました。実
際に「見て」「感じて」「学ぶ」見学会でしたので，参加
してよかったというのが実感です。より良い設計を目指
して頑張りたいと考えております。

建築設計演習Ⅲ 建築作品見学会報告

建築作品見学会に参加して

建築学科３年 杉 結 加

３年次生に開講されている「建築施工Ⅰ」の一環とし
て，毎年開催されている現場見学会を，６月１５日（土）に
仙台市太白区にある「（仮称）ＳＨＩＰあすと長町ビル
新築工事事務所」で実施しました。現場副所長から型
枠・鉄筋・圧接工事の方法などの説明を受けた後，約１
時間ほど，施工管理職の方々や倉持先生からの説明を受
けながら見学しました。

まずは，地下にある免震ピットを見学。中央に配した
減震材料となる鉛の周囲にゴムを廻らせる構造とした最
新の免震装置の説明を受け，日々進化する最先端の建築
技術に見入っていました。次に，施工階の３階に上がり，
型枠の施工状況を見学後，足場を上り４階へ。壁鉄筋組
立や梁鉄筋の組立・圧接作業が行われ，その時の状況に
応じてオーダーメード的に対処していく現場の実態を目
の当たりにし，建物が施工される醍醐味を感じました。

質疑応答時では，工事内容だ
けではなく，施工管理職のやり
がいや心構えなど，これからの
就職活動に向けた積極的な質問
もみられました。参加学生一人
ひとりが自分の将来と向き合う
貴重な有意義な機会となりまし
た（文責：編集係・市岡）。

建築施工Ⅰ 現場見学会報告

（仮称）SHIPあすと長町新築工事現場見学会

小屋組の見学 足場の上で鉄筋組立を見学
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感覚ミュージアム 宮城県美術館
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